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2次実対称行列の固有方程式(No2)

o定理

・注意

2次実対称行列の固有値は実数である。

D=0のとき

"=6, c=0従ってA="12
A

一
一

。以下D>0とする。①A(1)=0のZ解をαとβと
して

α≠β

●このとき

α＋β="+6,"="b-c2=det(A)

II

(:息）

2,'7年「 ’ 月，ﾕﾋ'砺 罫／ 「円 I戸開 ｜, 〕ri I Fn,｡ ’ ’ ． 2次の実対称行列の対角化

－

乳い)=Az- (qfe)x+oL6-Q廷

＝ ヘ"‐ ("令(､が十・{f

α≠βのときの固有ベクトル（準備）

,獣
／:, 〔盈冤） たら＝

・定理BEM2(R)とする。このとき

～
「
ａ
『
＆

も
Ｃくして Z)LL t87

(BZj)=(患⑳
。 （証明） ’3更 の

(‘潮＝緬手剥沈=韮賠,,J)+x2(;2,j)

〔
ｕ
八
Ｖ

「
乳
Ｕ
『
』
０

ｍ
岬
凰
堀

亡
Ｃ
／
１
１
、
、

一
一

、
ｌ
Ｊ

二

|墓|割=･x,';,7+x2'" (Z'BJ)
百

’

一
’
一

--ヘ

fF= (q! QL，6ヨ

戸需咀意 Tl]EHI,､[〕 ！､ｴ[F] I z次の実対称行列の対角化 ZOl

q't' ITqL6,L

α,ぜ)

一

一

一
一



■■ﾛ■■

－

伊
夢
夢

１
１
２
Ｌ
５

ｑ
印
ｑ（)忌一、 I

ql l

qIL

ql3 ）
一
℃
「
０

Ｉ
２

１
Ｉ

Ｑ
ｑ

ql l

(乢 ） （
可
ひ 一

一



α≠βのときの固有ベクトル
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実対称行列は回転行列で対角化可能(No2)

。 （晶必)または(盛一銭)は回転行列である。
・定理2次対称行列Aは回転行列で対角化可能で
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2次形式の標準形
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2次形式の標準形(No2)

・回転座標変換
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2次形式の正値性

・2次形式の正値性（負値性）
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